
食育はご家庭や地域との連携を図りながら、学校全体で推進していくことが学習指導要領において

も示されています。学校での食育は以下の6つの視点から行われています。
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給食からとれる栄養素などのなかで、相当工夫しないと目安に近づかない物があります。その一つ

が食塩相当量です。目安となる値に近づけても（＝塩分を減らしても）おいしく食べられるように、

昨年度から出汁がおいしくとれる材料（厚削り）を活用していますが、それでもなかなか減らせない

のが難しいところです。下の表を見てわかるとおり、この２６年間で、求められる食塩相当量がこん

なに減っています。それだけ、日本では塩分の取り過ぎが問題となっている、ということがよくわか

ります。

お家での味付けはいかがでしょうか。給食も素材の味で楽しめるようにしていきたいと思いますの

で、ご家庭でも生徒たちが塩分量が少なくても食べられるように取り組んでいただけると良いと思い

ます。薄味がおいしく食べられるようになるには、ご家庭の食事もとても大切ですから。加えて、家

族全員の健康維持につながりますので、プラスになることばかりです。味付けは“慣れ”もあります

から、皆さん一人一人が心がけていきましょう。


